
ナマコは他の棘皮動物と違って、細長くやわらかい体をもっています。

しかし、内部にはウニやヒトデと共通の構造がいくつもあります。

ナマコのからだ

ナマコはウニやヒトデなどと同じ棘皮

動物で、構造としては、ウニを横倒し

にしたような状態です。他の棘皮動物

と同じように、消化管と、水管や管足

などをもっています。

きょく ひ

ナマコの口の周りの管足は、ウニ・ヒ

トデなどと違ってよく発達し、触手に

なっています。この触手を使って、砂

や泥をのみこみ、粒の表面について

いる有機物などを食べています。また、

触手を水中に大きく広げて、流れてく

る有機物やプランクトンをつかまえて

食べているものもいます。

ウニやヒトデはかなり大きい骨片を

持っているため、比較的固い体をして

います。しかし、ナマコの場合、骨片が

非常に小さいため、かなり自由に体の

形を変化させることができます。この

体のおかげで、ナマコは石の下などの

すき間に自由に入ることができます。

すいかん かんそく

しょくしゅ

ゆう き ぶつ

こっぺん

触手（餌を口に運ぶ）

いぼあし（管足が変化したもの）

口

管足（水管系の一部で、
移動するときなどに使う）

筋肉
水管系

消化管

ナマコの内部

グミ

ナマコの中には、触手
を水中に大きく広げて、
流れてくる有機物などを
ひっかけて食べるものも
いる。

ナマコの触手

多くのナマコは触手を
使って砂を口に運ぶ。

砂の表面についてい
る有機物などの餌を食
べるためだ。

オキナマコ

マナマコ


